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(１) 第２３８号 平成25年５月24日発行瑞 穂 ���������岐
阜
県
立
岐
阜
農
林
高
等
学
校

校
長�
畑

清

樹



〈
退
職
者
〉

�����������������������������������������������������������������������〈
転
出
者
〉

宮
田

典
佳(

教
頭)

飛
騨
高
山
高
校
副
校
長

田
中

克
久(

教
頭)

県
立
岐
阜
商
業
高
校
教
頭

近
藤

一
志(

社
会)

羽
島
北
高
校

市
橋

憲
和(

英
語)

多
治
見
北
高
校

子
安

弘
樹(

農
業)

加
茂
農
林
高
校

栃
木

麻
亜
沙(

農
業)

飛
騨
高
山
高
校

田
口

健
太(

農
業)

飛
騨
高
山
高
校(

新
採)

若
葉

亮(

農
業)

恵
那
農
業
高
校(

新
採)

柳
原

大
徳(

農
業)

加
茂
農
林
高
校(

新
採)

四
元

ひ
ろ
み(

養
護)

東
濃
特
別
支
援
学
校(

新
採)

〈
転
入
者
〉

長
縄

正
治(

教
頭)

加
茂
農
林
高
校
教
頭

鈴
木

英
司(

教
頭)

長
森
南
中
学
校
教
頭

河
村

則
子(

国
語)

岐
阜
総
合
学
園
高
校

田
垣

薫(

地
歴
公
民)

本
巣
松
陽
高
校

村
瀬

智(

数
学)

岐
山
高
校

�
橋

さ
ゆ
り(

保
健
体
育)

羽
島
高
校

出
村

敏
行(

英
語)

加
納
高
校

山
田

悦
司(

英
語)

岐
阜
工
業
高
校

谷

基(
農
業)

県
教
育
委
員
会
学
校
支
援
課

福
井

義
人(

農
業)

加
茂
農
林
高
校

大
久
保
恵
子(

養
護)

岐
阜
北
高
校

長
屋

幸
広(

農
業)

大
垣
養
老
高
校

森

明
美(

英
語)

本
巣
松
陽
高
校

長
谷
川
太
希(

農
業)

広
瀬

信
幸(

農
業)

再
任
用

安
田

夕
華(

農
業)

井
川

智
詞(

農
業)

清
水

貴
史(

農
業)

新
規
採
用

大
野

孝
彦(

事
務)

春
日

清
美(

事
務)

岐
阜
農
林
で
の
一
九
年
間�

賀

道
彦

私
は
、
平
成
元
年
よ
り
一
三
年
間
・

平
成
一
九
年
よ
り
六
年
間
の
合
計
一
九

年
間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
に
教
員
生
活
の
半
分
に
至
り
ま
す
。

こ
の
た
び
定
年
退
職
を
い
た
し
ま
し
た

が
、
歴
史
と
伝
統
が
あ
る
活
力
に
あ
ふ

れ
た
岐
阜
農
林
で
勤
務
で
き
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。

最
初
の
頃
は
職
業
高
校
が
初
め
て
で

戸
惑
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

先
生
方
の
ご
指
導
に
よ
り
大
過
な
く
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

素
晴
ら
し
い
生
徒
た
ち
と
共
に
汗
を
流

し
、
時
に
は
対
立
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
良
い
思
い
出

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

部
活
動
で
は
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

を
担
当
し
、
県
大
会
優
勝
を
目
標
に
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
目
標
を
達

成
出
来
る
ど
こ
ろ
か
ベ
ス
ト
８
に
も
入

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
レ
ー

部
員
達
に
は
本
当
に
申
し
訳
な
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
す
べ
て
は
顧
問

の
責
任
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

岐
阜
農
林
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

生
徒
達
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
学
習
・

部
活
動
・
生
徒
会
・
農
業
ク
ラ
ブ
等
々

で
す
が
、
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
や

育
友
会
の
皆
様
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ

そ
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
外
側
か
ら
岐
阜
農
林
を
応
援

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
目
標
を
高
く
持
ち
、
常
に
上

に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
行
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
岐
阜
農
林
が
発
展

さ
れ
ん
こ
と
を
祈
念
し
お
礼
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

視
察
者
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と

宮
田

典
佳

岐
阜
農
林
高

校
に
は
平
成
６

年
度
か
ら
５
年

間
と
平
成
14
年

度
か
ら
６
年
間
、
そ
し
て
昨
年
度
１
年

間
の
あ
わ
せ
て
12
年
間
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
赴
任
す
る
都
度
思
い

ま
す
こ
と
は
、
岐
阜
農
林
高
校
は
学
校

視
察
が
た
い
へ
ん
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
目
標
に
さ
れ
て
い
る
農
業
高
校
で

あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
特
に

昨
年
度
は
教
頭
と
し
て
視
察
者
を
校
内

案
内
す
る
機
会
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

県
外
、
特
に
遠
方
か
ら
の
主
な
視
察
校

を
あ
げ
ま
す
と
、
北
は
青
森
県
立
三
本

木
農
業
高
校
、
宮
城
県
立
加
美
農
業
高

校
、
南
は
鹿
児
島
県
立
伊
佐
農
林
高
校

を
は
じ
め
熊
本
県
立
菊
池
農
業
高
校
、

愛
媛
県
立
伊
予
農
業
高
校
等
々
、
近
隣

県
の
高
校
を
含
め
る
と
１
年
を
と
お
し

て
全
国
各
地
か
ら
の
視
察
が
あ
り
ま
し

た
。岐

阜
農
林
高
校
を
訪
れ
た
方
々
は
ま

ず
、
校
門
周
辺
の
堂
々
と
し
た
趣
の
大

樹
、
前
庭
、
校
舎
に
学
校
の
歴
史
と
風

格
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
玄
関
正
面
に

陳
列
し
掲
げ
ら
れ
た
数
々
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

や
賞
状
、
そ
し
て
施
設
設
備
や
実
験
室
、

広
大
な
農
場
や
各
科
の
学
習
内
容
と
成

果
を
示
し
た
掲
示
物
な
ど
案
内
す
る
場

所
ご
と
に
感
心
さ
れ
ま
し
た
。
学
習
環

境
の
充
実
ぶ
り
に
思
わ
ず
た
め
息
を
つ

か
れ
て
学
校
を
後
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
視
察
者
が
も
っ
と
も
感

動
さ
れ
た
の
は
岐
阜
農
林
高
校
の
生
徒

の
前
向
き
な
生
活
態
度
、
学
ぶ
姿
勢
、

礼
儀
正
し
さ
で
し
た
。

す
ば
ら
し
い
生
徒
と
共
に
伝
統
の
学

舎
で
、
12
年
間
に
わ
た
り
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
岐
農
生
が
ま
す
ま
す
輝
き
、

岐
阜
農
林
高
校
と
同
窓
会
が
よ
り
発
展

さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

(２) 第２３８号 平成25年５月24日発行瑞 穂
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の
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岐
農
で
の
思
い
出

田
口

健
太

(

平
成
14
年

生
物
工
学
科
卒)

私
は
実
習
助

手
と
し
て
、
岐

阜
農
林
高
校
で

７
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

園
芸
科
学
科
の
草
花
担
当
と
し
て
主
に

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

赴
任
当
初
、
私
は
栽
培
に
関
し
て
、

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、

生
徒
達
が
本
当
に
一
生
懸
命
に
実
習
に

取
り
組
ん
だ
お
か
げ
で
、
立
派
な
花
を

咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
番

最
初
に
花
が
咲
い
た
と
き
は
本
当
に
嬉

し
く
て
、
生
徒
た
ち
と
喜
ん
だ
こ
と
を

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

夏
前
に
は
、
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
を
ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
込
ん
で
、
片
道
１
０
０
㎞
あ

る
山
の
上
ま
で
持
っ
て
行
っ
た
り
、
冬

場
は
ハ
ウ
ス
に
電
球
を
つ
け
て
夜
遅
く

ま
で
出
荷
作
業
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

苦
労
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
生
徒
達
が

生
き
物
を
育
て
な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん
成

長
し
て
い
く
姿
を
近
く
で
見
る
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。
ま
た
、

自
分
自
身
が
農
業
の
楽
し
さ
、
農
業
の

素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
本

当
に
掛
け
替
え
の
な
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

現
在
は
飛�
高
山
高
校
の
環
境
科
学

科
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
分

野
と
は
全
く
異
な
る
の
で
、
苦
労
も
あ

り
ま
す
が
、
周
り
の
先
生
方
や
生
徒
達

に
助
け
ら
れ
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
学
校
に
も
ま
た
、

岐
農
と
は
違
っ
た
良
さ
が
沢
山
あ
り
ま

す
。
生
徒
達
と
共
に
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
農
林
高
校
と
同
窓
会
の
皆
様
の

益
々
の
ご
活
躍
を
、
遠
く
高
山
の
地
か

ら
祈
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

岐
阜
農
林
で
の
２
年
間栃

木

麻
亜
沙

(

平
成
14
年
食
品
科
学
科
卒)

平
成
23
年
４

月
よ
り
２
年
間

勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び

飛
騨
高
山
高
校
へ
異
動
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
時
代
に
学
校
が
本
当
に
楽
し
く
て

大
好
き
で
、
在
学
中
に
教
師
と
い
う
夢

を
見
つ
け
た
自
分
に
と
っ
て
、
母
校
で

働
け
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で

あ
り
感
謝
で
し
た
。
同
時
に
、
自
分
を

育
て
て
く
れ
た
素
晴
ら
し
い
母
校
に
ど

れ
だ
け
恩
返
し
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か

と
、
不
安
も
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

２
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、

先
生
方
に
は
困
っ
た
時
に
は
助
け
て
い

た
だ
き
、
悩
み
躓
い
た
時
に
は
励
ま
し

て
い
た
だ
き
、
よ
き
後
輩(

生
徒)

た

ち
に
恵
ま
れ
、
本
当
に
充
実
し
た
幸
せ

な
母
校
で
の
勤
務
で
し
た
。
ま
た
い
つ

か
母
校
で
勤
務
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
岐
阜
農
林
高
校
の
益
々
の

発
展
と
関
係
す
る
方
々
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
に
携
わ
る

平
成
18
年

生
物
工
学
科
卒

山
本
サ
ム
エ
ル
さ
ん

〜
福
島
県
広
野
町
に
派
遣

地
元
の
町
役
場
で
活
躍
〜

昨
年
12
月
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

支
援
の
た
め
、
福
島
県
広
野
町
の
町
役

場
に
、
本
校
卒
業
生
の
山
本
サ
ム
エ
ル

さ
ん(

平
18
生
工
卒)

が
派
遣
さ
れ
、

全
力
で
復
興
の
後
押
し
に
取
り
組
ん
だ
。

｢

見
た
目
は
復
旧
が
進
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
で
も
町
内
に
は
作
業
員
が

い
ま
だ
多
く
、
早
く
子
供
達
が
戻
れ
る

環
境
に
し
て
あ
げ
た
い｣

と
山
本
さ
ん
。

任
期
は
３
月
末
で
終
了
し
た
が
、

｢

一
刻
も
早
く
町
に
完
全
復
興
と
い
う

春
が
訪
れ
る
こ
と
を
信
じ
、
こ
れ
か
ら

も
支
援
に
携
わ
っ
て
い
く｣

と
決
意
し

て
い
る
。

平
成
24
年
度
同
好
会
報
告(

２)

★
野
菜

会
員
２
名
が
減
り
18
名
の
会
員
で
、

Ｊ
Ａ
い
び
川

和
田
講
師
の
下
、
５
回

開
催
出
来
ま
し
た
。
本
年
は
、
少
し
趣

向
を
変
え
、
野
菜
作
り
に
関
わ
る
研
鑽

に
加
え
青
空
教
室
の
拡
充
、
長
寿
と
健

康
法
に
つ
い
て
の
座
談
会
等
も
と
り
い

れ
ま
し
た
。
又
、
年
末
に
は
支
部
三
役

も
加
わ
り
、
講
師
の
送
別
会
を
兼
ね
て
、

母
校
で
開
催
す
る
事
で
懇
親
が
一
層
深

ま
り
ま
し
た
。

会
員
の
中
に
は
卒
業
以
来
初
め
て
の

母
校
訪
問
に
感
激
し
た
人
も
多
く
、
同

好
会
の
一
年
を
締
め
括
っ
た
次
第
で
す
。

(

第
15
回
目)

３
月
３
日

春
夏
作
の
準
備(

土
作
り
・
種
子
の

選
定)

に
つ
い
て
勉
強
会

(

第
16
回
目)

４
月
28
日

今
後
の
同
好
会
の
進
め
方
及
び
野
菜

と
健
康
法
・
長
寿
に
つ
い
て
の
勉
強

会

(

第
17
回
目)

５
月
26
日

講
師
の
圃
場
で
の
青
空
教
室

(

第
18
回
目)

８
月
25
日

夏
秋
作
に
向
け
て
の
種
苗
の
選
び
方

と
肥
培
管
理
等
に
つ
い
て
の
勉
強
会

(

第
19
回
目)

11
月
30
日

ア)

支
部
３
役
も
加
わ
り
母
校
で
開

催：

学
校
長
の
活
動
報
告
、
農
場

見
学
、
生
徒
の
部
活
動
視
察
そ
し

て
校
内
を
散
策
し
ま
し
た
。

イ)

場
所
を
移
動
し
、
四
年
半
、
同

好
会
の
ご
指
導
を
頂
い
た
和
田
先

生
の
送
別
会
兼
忘
年
会
を
開
催
し

(３) 第２３８号 平成25年５月24日発行瑞 穂

活
躍
す
る
同
窓
生

揖
斐
川
支
部
活
動
報
告

(

そ
の
14)

�������



感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

(

記
事
36
農

杉
山
喜
久
男)

★
旅
行(

年
１
回
開
催)

平
成
24
年
３
月
７
日
〜
８
日(

１
泊

２
日
近
鉄
バ
ス
会
員
募
集)

で
、『

関
西

三
都
市(
京
都
タ
ワ
ー
・
神
戸
タ
ワ
ー
・

大
阪
通
天
閣)
め
ぐ
り』

、
宿
泊
は
、

京
都
湯
ノ
花
温
泉
で
し
た
。

参
加
者
は
、
当
初
９
名
が
、
２
名
の

急
用
発
生
に
よ
り
７
名
と
な
り
ま
し
た

が
、
智
恩
院
、
祇
園
、
八
坂
神
社
そ
し

て
３
つ
の
タ
ワ
ー
を
め
ぐ
る
旅
は
、
修

学
旅
行
を
思
い
出
さ
せ
る
２
日
間
で
し

た
。

◎
平
成
25
年
３
月
18
日
〜
19
日
に
、
北

陸
山
中
温
泉
へ
列
車
の
旅
を
計
画
し
ま

し
た
。
詳
細
は
、
次
回
に
報
告
し
ま
す
。

(

記
事
34
農

高
田
善
信)

昭
和
39
年

定
時
制
農
業
科
卒

ク
ラ
ス
会

平
成
25
年
３
月
10
日(

日)

午
前
11

時
よ
り
、
本
巣
市
上
真
桑
の｢

潮
音
坊｣

で
開
き
ま
し
た
。

卒
業
時
39
名
も
今
は
故
人
６
名
が
あ

り
、
33
名
中
19
名
の
参
加
で
し
た
。
最

初
に
物
故
者
６
名
と
恩
師
で
あ
る
高
橋

増
男
先
生

(

１
・
２
年
生
の
担
任)

、

２
年
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
に
対
し
１
分
間
の
黙
祷
を
し
て

開
宴
と
な
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
た

め
、
お
前
は
誰
だ
な
ど
色
々
話
す
う
ち

わ
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
卒
業
し
て
母

校
を
訪
ね
た
か
と
聞
い
て
み
る
と
永
い

間
20
年
〜
50
年
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と

の
こ
と
、
同
窓
生
も
岐
農
祭
や
農
産
物

購
買
に
は
若
干
の
ぞ
く
よ
う
で
す
。

飲
み
な
が
ら
の
語
ら
い
は
楽
し
く
時

間
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
る
位
で
し
た
が
、

４
時
間
で
本
締
め
３
本
締
め
を
し
て
、

本
巣
地
区
世
話
人
第
14
回
か
ら
第
15
回

は
揖
斐(

揖
斐
川
、
大
野
、
池
田)

神

戸
の
世
話
人
に
バ
ト
ン
を
タ
ッ
チ
し
て
、

２
年
後
の
平
成
27
年
の
同
窓
会
を
楽
し

み
に
、
健
康
に
留
意
し
社
会
に
貢
献
し
、

再
会
を
す
る
こ
と
を
約
し
て
散
会
し
ま

し
た
。(

文
責

昭
和
39
年
定
農
卒

井
口
清
水)

昭
和
55
年

農
業
土
木
科
卒

ク
ラ
ス
会

平
成
25
年
４
月
27
日(

土)

19
時
よ

り
、
岐
阜
市
羽
根
町
の｢

和
伊
ん
ダ
イ

ニ
ン
グ｣

に
て
、
昭
和
55
年
３
月
農
業

土
木
科
卒
業
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
卒
業
時
は
36
名
で
し
た
が
連
絡
の

と
れ
な
い
人
や
、
故
人
が
１
名
お
り
10

名
の
参
加
者
で
し
た
。
初
め
に
昨
年
６

月
に
亡
く
な
っ
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
横

山

浩
君
に
黙
祷
を
捧
げ
、
ご
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。

卒
業
後
２
回
目
の
同
窓
会
で
、
前
回

の
開
催
か
ら
30
年
近
く
経
っ
て
の
開
催

で
し
た
が
、
長
い
歳
月
の
流
れ
も
感
じ

さ
せ
ず
、
大
変
に
盛
り
上
が
り
和
や
か

な
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。
時
間
の
経
つ

の
も
忘
れ
あ
っ
と
い
う
間
に
閉
会
と
な

り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
旧
交
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
は
来
年
に
開
催
す
る
こ
と
と
し

て
、
幹
事
を
小
野
和
彦
君
と
長
屋
研
二

君
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

来
年
ま
で
お
互
い
元
気
で
再
会
で
き

る
こ
と
を
約
束
し
て
、
散
会
と
な
り
ま

し
た
。(

文
責

昭
和
55
年
農
土
卒

坪
根
浩
一)

(

Ｈ
25
年
２
月
〜
４
月)

◎
相
撲
部
２
Ｎ
長
尾
勇
気

全
国
選
抜
大
会
で

第
２
位
の
健
闘
！

◎
相
撲
部

【
全
国
選
抜
大
会
】

団
体
の
部

２
Ｎ

長
尾

１
Ｎ

大
蔵

１
Ｂ

若
林

予
選一

回
戦

本
校
２－

１
秋
田
北
鷹(

秋
田)

二
回
戦

本
校
２－

１
鵬
翔(

宮
崎)

三
回
戦

本
校
２－

１
更
級
農
業(

長
野)

決
勝一

回
戦

本
校
３－

０
津
島(

愛
媛)

二
回
戦

本
校
１－

２
海
洋(

新
潟)

ベ
ス
ト
16

個
人
の
部

第
２
位

２
Ｎ

長
尾

◎
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
東
海
高
校
新
人
大
会
】

二
回
戦

本
校
69－

54
浜
松
西(

静
岡
２
位)

準
決
勝

本
校
49－

72
中
部
大
第
一(

愛
知
１
位)

３
位
決

本
校
64－

52
四
日
市
西(

三
重
１
位)

第
３
位

◎
馬
術
部

【
岐
阜
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ス
シ
ョ
ー
】

ジ
ム
カ
ー
ナ

２
位

２
Ａ

村
田

３
位

２
Ａ

関
谷

４
位

２
Ａ

渡
辺

５
位

３
Ａ

荻
野

障
害
40
㎝

１
位

２
Ｂ

小
田

２
位

３
Ａ

西
脇

障
害
60
㎝

８
位

３
Ａ

大
野

障
害
70
㎝

５
位

３
Ａ

後
藤

６
位

２
Ｂ

加
納

７
位

２
Ａ

大
野

８
位

２
Ｅ

坂
崎

障
害
80
㎝

３
位

２
Ｅ

坂
崎

４
位

３
Ａ

後
藤

６
位

２
Ａ

大
野

障
害
120
㎝

２
位

３
Ｂ

緋
田

◎
柔
道
部

【
全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
】

女
子
個
人

63
㎏
級

２
Ｎ

宮
地
寧
々

ベ
ス
ト
16

◎
硬
式
野
球
部

【
春
季
高
校
野
球
地
区
大
会
】

一
回
戦

本
校

１－

４

山
県

敗
者
戦

本
校

１－

７

岐
阜
高
専

◎
書
道
部

【
本
巣
市
美
術
展
】

佳
作
賞

３
Ｆ

後
藤

愛

奨
励
賞

３
Ｂ

岩
崎
静
斗

３
Ｈ

林

亜
依

【
羽
島
市
美
術
展
】

優
秀
賞

３
Ｆ

後
藤

愛

秀
作
賞

３
Ｄ

中
原
花
衣

３
Ｈ

林

亜
依

【
ふ
れ
あ
い
書
道
展
】(

広
島
熊
野)

筆
都
大
賞

３
Ｈ

林

亜
依

◎
写
真
部

【
羽
島
市
美
術
展
】

秀
作
賞

１
Ａ

鷲
見
朋
子

１
Ｈ

木
野
村
真
穂

入

選

１
Ａ

坪
井
千
夏

１
Ａ

塩
田
彩
夏

※
馬
術
部
以
外
は
２
・
３
月
実
施
の
た

め
旧
学
年
で
す
。

(４) 第２３８号 平成25年５月24日発行瑞 穂

同
窓
会
だ
よ
り



◆
訃
報

横
山

浩(

昭
55
年
農
土
卒)

平
成
24
年
６
月
ご
逝
去

安
江

博(
昭
44
年
林
卒)

平
成
25
年
３
月
31
日
ご
逝
去

窪
田

靜
夫(

昭
11
年
農
卒)

平
成
25
年
４
月
29
日
ご
逝
去

〜
岐
農
の
逸
品
②
〜

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
野
菜

今
回
紹
介
さ
せ
て
頂
く
の
は
、
園
芸

科
学
科
で
生
産
し
て
い
る｢

ミ
ネ
ラ
ル

栽
培
野
菜｣

で
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
で

は
、
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

土
壌
分
析
を
行
い
土
の
中
に
あ
る
肥
料

成
分
と
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
の
過
不
足
を
分

析
し
施
肥
を
行
い
、
栽
培
途
中
に
は
必

要
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
葉
面
散
布
し
て
栽
培

を
し
て
、
お
い
し
く
栄
養
た
っ
ぷ
り
の

ト
マ
ト
と
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
生
徒
が
毎
日
汗
水
を
流
し
な
が
ら
、

一
生
懸
命
に
栽
培
・
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
収
穫
時
期
に
は
、
毎
朝
早
く
か

ら
ハ
ウ
ス
で
生
徒
が
収
穫
を
行
い
、
販

売
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
施
設
野
菜
だ
け
で
は
な

く
露
地
野
菜
も
栽
培
し
、
旬
な
野
菜
の

販
売
を
し
て
い
ま
す
。
園
芸
科
学
科
が

栽
培
し
て
い
る
野
菜
は
、
地
域
の
方
に

も
喜
ん
で
頂
い
て
お
り
、
北
方
商
店
街

に
リ
ヤ
カ
ー
を
引
っ
張
っ
て
販
売
に
行

く
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
の
お
い
し
い
野
菜
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る

野
菜
を
生
徒
と
と
も
に
生
産
し
て
い
き

ま
す
。

(５) 第２３８号 平成25年５月24日発行瑞 穂

平成24年度 卒業生学科別進路状況

進路先／学科
流通科学園芸科学動物科学森林科学環境科学食品科学生物工学 合計

総計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

就職

農 業 ・ 農 協 1 1 1 5 1 2 1 3 9 12

食 品 1 2 2 1 1 8 1 2 4 14 18

農 業 機 械 ・ 資 材 1 1 2 0 2

木 材 製 品 3 1 1 3 2 5

建 設 ・ 測 量 2 6 8 0 8

化 学 ・ 薬 品 0 0 0

日 用 品 0 0 0

公 務 ・ 公 団 1 1 1 2 4 1 5

食 品 流 通 1 0 1 1

医 療 ・ 看 護 ・ 福 祉 2 1 1 1 0 5 5

そ の 他 3 7 10 1 6 2 2 1 2 1 13 22 35

就 職 予 定 1 0 1 1

計 5 9 1 18 5 6 13 4 10 3 1 12 2 3 37 55 92

進学

国 公 立 四 大 1 4 5 1 7 1 1 2 14 8 22

私 立 四 大 8 3 5 1 2 11 10 4 1 20 4 59 10 69

国 公 立 短 大 1 0 1 1

私 立 短 大 1 4 4 3 7 1 3 2 21 23

農 業 関 係 学 校 1 1 2 2 2 1 4 5 9

職 業 訓 練 校 1 1 2 0 2

専 修 ・ 専 門 学 校 2 5 1 7 10 1 4 5 1 1 11 1 2 11 40 51

そ の 他 ・留学・研修 1 0 1 1

進 学 予 定 1 0 1 1

計 13 12 7 13 6 23 16 5 22 2 5 21 23 11 92 87 179

卒 業 生
18 21 8 31 11 29 29 9 32 5 6 33 25 14 129 142 271

39 39 40 38 37 39 39 271 271

����������日

時

10
月
５
日(

土)

14
時
〜

会

場

グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

多
く
の
同
窓
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。



ツ
バ
メ

夏
鳥
の
代
表
的
な
ツ
バ
メ
は
昔
か
ら

私
た
ち
の
生
活
に
入
り
込
ん
で
生
き
て

き
ま
し
た
。
人
家
の
玄
関
先
や
土
間
等

で
巣
を
作
り
、
そ
の
家
の
人
は
ツ
バ
メ

が
来
た
こ
と
を
幸
運
の
印
と
し
て
迎
え

入
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
玄
関
の
ガ
ラ
ス
戸
の

一
枚
を
は
ず
し
て
出
入
り
で
き
る
よ
う

に
し
て
、
雛
の
成
長
す
る
姿
を
見
守
る

家
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
田
ん
ぼ
の
虫

な
ど
を
捕
ら
え
る
た
め
益
鳥
と
し
て
大

切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
最
近
の
住
宅
、
特
に
農
家
の

形
が
変
わ
り
土
間
な
ど
が
無
く
な
り
、

ツ
バ
メ
の
好
む
奥
ま
っ
た
構
造
で
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
玄

関
先
や
軒
に
巣
を
架
け
る
た
め
、
ス
ズ

メ
と
の
生
活
圏
が
重
な
り
争
い
あ
う
こ

と
や
、
カ
ラ
ス
に
巣
を
襲
わ
れ
て
雛
を

食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
繁
殖
率
が
悪
く
な
っ

て
い
ま
す
。
餌
場
の
水
田
の
環
境
も
大

き
く
変
わ
り
、
農
薬
の
発
達
で
餌
と
な

る
虫
な
ど
も
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
の
快
適
生
活
優
先
は
、

ツ
バ
メ
に
と
っ
て
は
受
難
の
時
期
に
な
っ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ

別
名

ニ
セ
ア
カ
シ
ア

マ
メ
科
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
属

高
木
の
落
葉
広
葉
樹
で
大
き
い
物
は

一
五
ｍ
位
に
な
る
。
日
本
に
は
明
治
初

期
に
渡
来
し
た
。
砂
防
樹
種
と
し
て
の

利
用
も
多
く
、
各
地
に
広
く
植
え
ら
れ

野
生
化
し
て
い
る
物
も
多
い
。
葉
は
奇

数
羽
状
複
葉
で
、
若
木
の
托
葉
は
鋭
い

刺
と
な
る
事
が
多
い
。
花
は
一
〇
〜
一

五
㎝
の
総
状
花
序
を
垂
ら
し
白
色
で
車

で
走
っ
て
い
て
も
よ
く
目
立
つ
。

用
途
は
庭
木
・
街
路
樹
・
砂
防
樹
・

薪
炭
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

校
内
に
は
、
森
林
環
境
棟(

旧
林
業
・

土
木
科
棟)

の
北
に
生
育
し
て
い
る
。

昭
和
五
五
年
頃
と
平
成
に
台
風
で
二
度

倒
れ
た
が
、
そ
の
都
度
残
っ
た
根
か
ら

萌
芽
し
現
在
樹
齢
一
〇
年
樹
高
７
ｍ
位

に
成
長
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
、
農
業
ク
ラ
ブ
・

部
活
動
・
資
格
試
験
等
で
大
き

な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
年
度
も
現
状
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
、
更
な
る
飛
躍
を
目

指
し
て
昨
年
以
上
の
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

教
職
員
・
生
徒
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

紹

介

今
年
度
の
校
内
幹
事
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(６) 第２３８号 瑞 穂 平成25年５月24日発行
����


